
卒業生大屋さん、甲子園で主審に！！ 

 
 

 COVID-19(新型コロナウイルス)の影響で中止となったセンバツ高校野球大会の代替

として 8/10 から開催された甲子園交流試合。1 試合限定の試合ではありますが、1

試合だからこその緊張感があり、例年にはない盛り上がりがありました。その甲子園交

流試合において、本校卒業生である大屋公人さんが主審を務めました。大屋さんは

2005 年度の卒業生で、卒業後は立命館大学へ進学し硬式野球部に所属していまし

た。大学在学中から学生審判員として活躍し、現役大学生としては初となる関西学生

野球連盟のリーグ戦に審判として出場するなど輝かしい実績をお持ちです。2018年に

行われた第 100 回甲子園記念大会 5 試合でジャッジを行うなど、現在の高校野球の

審判員として中心的な存在となっています。 

 今回大屋さんは、8/16(木)大会 5 日目の第 3 試合日本航空石川(石川)-鶴岡東(山

形)の試合で主審を務められ、正確なジャッジで試合を進行しました。大屋さんほどの

若さで甲子園で主審を務めるのは異例なこと。大屋さんの技術の高さや高野連から信

頼されている証拠です。 

 本校も早く大屋さんと同じ舞台に立てるよう、より一層練習に励んでいきます。 
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